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ま
で
に
☎
３
３
４・１
６
３
８
、フ
ァ

ク
ス
３
３
６・８
０
４
７
義
務
教
育

課（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）へ
履
歴
書
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
を

提
出

平
成
22
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学
校

学
生社

会
参
加
意
欲
の
あ
る
、県
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
方

11
月
10
日（
火
）～
12
月
28
日

（
月
）に
高
齢
者
支
援
課
、生
涯
大

学
校
各
学
園
、各
県
民
セ
ン
タ
ー
、

県
庁
高
齢
者
福
祉
課
。郵
送
希
望

者
は
、１
４
０
円
切
手
を
張
っ
た
返

信
用
封
筒（
角
２
）を
同
封
し
願
書

提
出
先
へ
。県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

☎
０
４
３・２
６
６・４
７
０
５

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

（
〒
２
６
０・０
８
０
１
千
葉
市
中
央

区
二
戸
名
町
６
６
６
の
２
）

 

講
座・催
し

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

11
月
15
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
鬼
越
２
の

18
の
17
）※
駐
車
場
な
し
。車
で
の

来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
３
５・９
９
５
１
同
プ
ラ
ザ

般
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
21
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
６
階
大
会

議
室（
京
成
津
田
沼
駅
徒
歩
１

分
）☎

０
４
３・２
２
２・０
１
６
５
千

葉
地
方
裁
判
所
総
務
課

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

労
働
保
険
は
、労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。農
林
水
産
業

の
使
用
労
働
者
５
人
未
満
の
個
人

事
業
を
除
き
、労
働
者
を
１
人
で
も

使
用
す
る
事
業
主
は
、労
働
保
険

徴
収
法
に
よ
り
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。未
手
続
き
の
場
合

は
、加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。☎

０
４
３・２
２
１・４
３
１
７
千

葉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

 

募
　
集

市
立
小･

中･

特
別
支
援
学
校

「
学
校
評
議
員
候
補
者
」

学
校
運
営
に
つ
い
て
提
言
や
助
言

を
す
る
学
校
評
議
員
候
補
者
を
募

集
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
関
心
の
あ
る
20
歳

以
上
の
方（
年
齢・職
業
不
問
）、若

干
名

平
成
22
年
２
月
19
日（
金
）

…エコボポイント対象（数字はポイント数）　　　　　　　　　　　●これまでの広報いちかわがホームページ（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
に
よ
り
日
程
等
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

消
費
生
活
講
座

「
地
球
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

11
月
25
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
研
修
室（
八

幡
２
の
15
の
10
パ
テ
ィ
オ
ビ
ル
８
階
）

講
中
上
靖
雄
氏（
原
子
力
有
識
者
）

先
着
30
人

11
月
24
日（
火
）ま
で
に
☎
３
３
２・

４
３
１
２
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
川
を
も
っ
と
知
ろ
う

「
中
山
と
太
田
乗
明
に
つ
い
て
」

11
月
17
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

清
華
園（
中
山
４
の
14
の
１
）

☎
３
３
３・６
１
４
７
清
華
園
、☎

３
７
９・５
１
１
１
文
化
振
興
財
団

冬
を
彩
ど
る
寄
せ
植
え
講
座

12
月
８
日（
火
）午
前
９
時
30
分
～
正

午
＝
午
前
の
部「
格
調
高
い
お
正
月
の
寄

せ
植
え
」（
山
田
光
男
氏
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
＝
午
後
の
部「
お
し
ゃ
れ
な
ク

リ
スマ
ス
の
寄
せ
植
え
」（
西
山
澄
子
氏
）

各
25
人

２
５
０
０
円　

エ
プ
ロ
ン
、園
芸
用
手
袋
、移
植
ご

て
、持
ち
帰
り
用
袋
、筆
記
用
具

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、希
望
講
座
名（
午
前･

午
後
）を
書
い
て
、11
月
20
日（
金
）（
消

印
）ま
で
に（
財
）緑
の
基
金（
〒
２
７
２・ 

０
８
２
６
国
府
台
３
の
９
の
１
里
見

公
園
内
、☎
３
７
１・５
７
６
０
）

拓
本
表
装
、寸
法
出
し
、裏
打
ち

11
月
29
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

歴
史
博
物
館
講
堂

６
６
０
０
円（
材
料
費
含
）

拓
本
本
紙・表
装
道
具・弁
当

は
が
き
に「
拓
本
表
装
」・住
所・氏

名・電
話
番
号
を
書
い
て
、11
月
25
日

（
水
）ま
で
に
歴
史
博
物
館（
〒
２
７
２・ 

０
８
３
７
堀
之
内
２
の
27
の
１
）へ
。

☎
３
７
３・６
３
５
１
同
館
友
の
会

下
総
航
空
基
地
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

11
月
28
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
１
時（
30
分
前
に
正
門
集
合
）　

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地

（
柏
市
藤
ケ
谷
１
６
１
４
の
１
）の
滑

走
路
な
ど（
7.2
㎞
）

小
学
生
以
上

同
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

☎
０
４・７
１
９
１・２
３
２
１
同
基
地

広
報
室
へ
。

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
、ペッ
ト
の
持
ち
込
み
不
可

世
界
の
絵
本
展

世
界
59
カ
国
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
絵

本・児
童
図
書
の
展
覧
会
で
す
。

11
月
16
日（
月
）～
25
日（
水
）日

曜・祝
日
除
く
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分

昭
和
学
院
小
学
校
1
階
ホ
ー
ル

☎
３
２
４・７
１
１
５
昭
和
学
院

短
期
大
学

思
春
期
講
演
会・個
別
相
談

◆
講
演
会「
親
と
し
て
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
の
問
題
と
ど
う
向
き
合
う
か
」

12
月
12
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
７
階
研

修
ホ
ー
ル

市
内
及
び
浦
安
市
在
住
の
方
先

着
１
５
０
人

講
齋
藤
万
比
古
氏（
国
立
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
国
府
台
病
院
第
２
病
棟
部
長
）

◆
個
別
相
談「
児
童
精
神
科
医
が

思
春
期
の
こ
こ
ろ
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
」

12
月
16
日（
水
）、1
月
22
日（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）

市
内
及
び
浦
安
市
在
住
の
方
、ま

た
は
学
校
教
職
員
先
着
6
人

☎
３
７
７･

１
１
０
１
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー（
保
健
所
）地
域
保
健
福
祉
課

　

市
で
は
、小
規
模
企
業
者
の
経
営
を
支
援
す
る
た
め
、千
葉
県
信
用
保

証
協
会
を
利
用
し
た
緊
急
保
証
制
度
資
金
の
融
資
に
対
し
、利
子
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。資
金
調
達
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

○
利
用
条
件

市
内
で
事
業
を
１
年
以
上
営
み
、市
税
の
滞
納
が
な
く
、中
小
企
業

信
用
保
険
法
第
２
条
第
４
項
第
５
号
の
認
定
を
う
け
た
従
業
員
20
人

（
卸
売
業
、小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）以
下
の
法
人
ま
た
は
個
人

で
営
む
事
業
者（
小
規
模
事
業
者
）で
、千
葉
県
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資

金
、全
国
緊
急
保
証
資
金
の
利
用
者

○
利
子
補
給
す
る
融
資
の
限
度
額

１
事
業
者
、１
０
０
０
万
円
ま
で（
借
り
換
え
融
資
は
対
象
外
）

○
利
子
補
給
率
の
上
限　
　
　

　

最
初
の
２
年
間　

年
２・１
％

　

３
年
目
以
降　
　

年
１・３
％

○
利
子
補
給
期
間　
　

　

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
内

※
利
子
補
給
を
受
け
る
際
は
、別
途
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
振
興
課
融
資
担
当

小
規
模
企
業
者
の
経
営
を
支
援

緊
急
保
証
制
度
資
金
の
融
資
に
利
子
補
給

　

広
島
市
と
長
崎
市
が
提
唱
し
、昭
和
57
年
か
ら

両
市
が
主
宰
し
て
い
る「
平
和
市
長
会
議
」に
、11

月
2
日
、市
川
市
が
加
盟
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、昭

和
59
年
11
月
15
日
に
宣
言
し
た「
核
兵
器
廃
絶
平

和
都
市
」の
25
周
年
を
契
機
と
し
、平
和
事
業
の
さ

ら
な
る
充
実
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、本
市
も
含
め
、世
界

１
３
４
カ
国・地
域
の
３
２
４
１
都
市
が
加
盟
し
て
い

ま
す
。日
本
国
内
で
は
４
１
６
、千
葉
県
内
で
は
13
の

自
治
体
が
参
加
し
、都
市
の
連
携
を
通
じ
て
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」の
市

と
し
て
、加
盟
自
治
体
と
も
連
携
し
て
平
和
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。　　
　
　

  

（
総
務
課
）

核兵器廃絶平和都市宣言
　世界の恒久平和と安全は、人類共通の願いである。こ
の普遍の願いにもかかわらず、核軍備の拡張は依然とし
て行われており、人類は核戦争の脅威にさらされている。
わが国は、世界唯一の核被爆国として核兵器の恐ろし
さ、被爆者の苦しみを世界の人 に々訴え、再び広島、長
崎の惨禍を絶対に繰り返させてはならない。
　私たち市川市民は、生命の尊厳を深く認識し、国是で
ある非核三原則が完全に実施されることを願い、いかな
る国のいかなる核兵器に対してもその廃絶と軍縮を訴
え、恒久平和確立のため、ここに「核兵器廃絶平和都
市」となることを宣言する。　
昭和59年11月15日

                                             市　川　市

平
和
市
長
会
議
に
加
盟
〜
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

25
周
年
を
契
機
と
し
て
〜

 

お
知
ら
せ

傍
聴
し
よ
う

<

希
望
者
は
直
接
会
場
へ>

◆
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
／
11

月
18
日（
水
）午
後
７
時（
30
分
前
か
ら
受

け
付
け
）〜
８
時
30
分
／
市
役
所
３
階
第

４
委
員
会
室 　

   

（
地
域
福
祉
支
援
課
）  

◆
行
財
政
改
革
審
議
会
／
11
月
19
日

（
木
）午
後
４
時
／
市
役
所
３
階
第
４

委
員
会
室  （
行
政
改
革
推
進
担
当
）

◆
農
業
委
員
会
／
11
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
／
市
役
所
３
階
第

１
委
員
会
室　
　

  （
農
業
委
員
会
）

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
室

登
記
、戸
籍
、国
籍
、供
託
、人
権
に

関
す
る
相
談
で
す
。

12
月
８
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
３
時（
受
け
付
け
は
２
時
30

分
ま
で
）

千
葉
県
文
化
会
館

☎
０
４
３・３
０
２・１
３
１
１
千

葉
地
方
法
務
局
総
務
課

調
停
相
談

調
停
委
員
が
民
事
や
家
事
紛
争
全

◆補助の内容　
 ・ 危険コンクリートブロック塀の撤去費用の一部補助（1m当たり1万円限度）
 ・ 危険コンクリートブロック塀を撤去し、アルミフェンス等の設置費用の一部補
助（1m当たり2万円限度）
※生け垣の設置は『生け垣助成制度』を利用ください。同制度については（財）
緑の基金（☎318-5760）へ。

　住宅の市登録耐震診断士等による耐震診断をうけた耐震性が低い建物の
改修などに対して、「耐震診断・改修設計・改修工事・耐震改修に伴うリフォー
ム工事（木造住宅のみ）」として、その費用の一部を助成します。
◆助成対象となる建築物
 ・ 昭和56年5月31日以前の建築で、自
身が所有し居住する建物。

【木造住宅】
在来工法で建てた2階建て以下の一戸
建て住宅または併用住宅。

【分譲マンション】　
S造、RC造、SRC造の3階建て、1,000
㎡以上のマンション。

◆助成の内容　
・耐震診断に要した費用の一部助成
・耐震診断の結果、耐震性が低い建物の
耐震補強設計に要する費用の一部助成

・耐震補強設計に基づいて行なわれる、
耐震改修工事及び工事監理に要した
費用の一部助成

・耐震改修工事に伴って行なわれる、リ
フォーム工事に要した費用の一部助成

危険コンクリートブロック塀等
対策事業補助金

耐震関係の助成制度

　倒壊の恐れのある危険コンクリートブロック塀の撤
去・改修・補強について助成を行います。

☎704-0274 建築指導課


